
５ 環境学習の推進
1 住民アンケート集計表

1 調査の目的 21'いいだ環境プランに掲げた目標値の管理のために、毎年実施する調査
2 調査期間 平成23年2月
3 調査対象 飯田市民１,000人(15歳以上、無作為抽出)
4 調査方法 郵送法、回答は同封の返信用はがき
5 調査項目 (1)アメニティ目標

(2)エコライフ目標

(1) アメニティ目標
目標値：平成23年度において市民アンケートにおける｢満足･やや満足｣の割合を2/3（67％）以上とする｡

(単位：%)

満足度
（満足＋やや

満足）
満足 やや満足

どちらでも
ない

やや不満 不満 無回答 計

10代 76 29 47 12 6 6 0 100

20代 79 15 64 18 3 0 0 100

30代 66 20 46 15 19 0 0 100

40代 71 29 42 15 12 0 2 100

50代 56 16 40 15 18 11 0 100

60代～ 68 22 46 12 9 8 3 100

満足度
（満足＋やや

満足）
満足 やや満足

どちらでも
ない

やや不満 不満 無回答 計

H10 53 22 31 14 20 12 1 100

H11 54 24 30 17 18 10 1 100

H12 51 22 29 17 19 11 2 100

H13 55 24 31 17 18 10 0 100

H14 52 21 31 18 19 11 0 100

H15 63 23 40 12 15 9 1 100

H16 59 25 34 12 16 12 1 100

H17 59 23 35 13 18 9 2 100

H18 60 23 37 13 18 9 0 100

H19 63 24 39 13 16 8 0 100

H20 61 25 36 12 18 7 2 100

H21 53 25 28 15 18 10 3 100

H22 68 22 46 14 11 6 1 100

54 51 54 52
63 59 58 60 63 61
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(2) エコライフ目標

（目標年度は平成23年度）

「必ず実行している」・「だいたい実行している」とアンケートで答えた市民の割合（％）

項目 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
H23
目標

ア
ごみを減らす工夫をし
ている 61 62 70 72 70 72 69 70 74 71 74 70 73 81

イ
買い物時に買い物袋を
持参する 25 27 33 39 36 47 47 44 51 62 86 91 85 60

ウ
ごみの分別はきちんと
やっている 90 92 93 96 93 96 89 87 95 94 94 95 90 98

エ
環境に配慮した商品を
買うようにしている 30 29 33 34 34 37 35 29 27 37 35 38 34 60

オ
テレビや電灯はつけっ
ぱなしにしないように
している 82 78 81 75 79 82 76 76 82 81 84 80 79 85

カ
マイカーは使わずバ
ス、電車などを利用し
ている 14 14 12 11 10 11 10 10 9 12 14 10 10 25

キ
環境に配慮した生活を
積極的にしている 47 46 52 48 45 46 46 48 47 80

ク
なるべく自然とふれあ
うようにしている 39 30 28 31 30 37 29 30 33 32 32 25 31 75

ケ
水を大切に使うように
している 80 78 73 74 75 81 73 70 79 76 77 76 70 85

コ
地域の良い景観づくり
に協力している 53 48 44 48 51 50 47 50 55 51 71 72 68 67

サ
油を流しに流さないよ
うにしている 91 91 89 93 88 92 84 82 93 92 89 90 85 98

シ
ビニールやプラスチッ
クを燃やさないように
している 72 86 85 97 96 95 87 86 95 95 93 94 100

冷房・暖房の設定温度
の見直しを行っている 69

地元産食材を意識して
購入、消費している 50

※H22年度は質問項目を
一部変更

※イ・コは目標達成
※キ・シは平成22年度は
質問対象外90 92
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２ 第６期環境アドバイザー（任期：平成22年度から平成23年度まで）

氏 名 ふりがな

青木 伸仁 あおき のぶひと

林 直幸 はやし なおゆき

宮内 栄一 みやうち えいいち

森下たまき もりした たまき

湯澤 真理子 ゆざわ まりこ

22年度 活動実績
環境アドバイザーは、各自が地域内外から依頼を受け、地域において講師となって活躍しました。

その他、下記のような活動を行いました。

・アドバイザー自主研修会 4回開催

・アドバイザー連絡会 6回開催

・飯田地球温暖化対策地域協議会監事選出

・第5次基本構想基本計画推進委員選出

・飯田市行政改革推進委員選出

・飯田市環境配慮型製品「ぐりいいんだ」認定審査員選出

小池 晴人 こいけ はると

松澤 肇 まつざわ はじめ

西澤 洌 にしざわ きよし

環境プログラム一覧

○    最終処分場（グリーンバレー千代）の見学案内

木下 進 きのした しん
○    環境講演会（伊那谷の動植物の変化について）

○ 自然観察会(古木･名木･帰化植物･桜など)

○    省エネルギーの方法と新エネルギーの活用

○    ごみの削減・リサイクル

○    地球が危ない

○ 限りある地球の資源

○    環境産業公園の見学案内

福島 紀雄 ふくしま のりお
○ 地域材を使った省エネ住宅

○ 森林に親しむくらしの学習

○    広葉樹の落ち葉の堆肥化と腐葉土作り

○    ごみの減量化と正しい分別方法

○    廃棄物･リサイクルの現状と課題

○    地球温暖化ってな～に？

○    家庭での省エネ取組―実践例

○    地球温暖化の現状と私達（伊那谷）への影響

○    企業･事業所の環境配慮経営の提案

○ 景観形成の取組から地域づくりを考える

○    地域から環境づくりを考える

○    里山再生･森林環境体験講座

○    環境わくわく体験講座

派遣件数 聴講者数

○    ごみの分別方法を中心に地球温暖化からダイオキシンまで

個人プログラムに基づく派遣 20 1403

環境産業公園見学・視察案内 29 944

グリーンバレー千代見学・視察案内 19 424

計 68 2771

62


